
■ 国土交通大臣賞受賞者の取り組みの概要

事業等の名称 室蘭グリーンエネルギータウン構想

団体名 室蘭市

鉄鋼業を中心に蓄積された高度な技術や人材等を活かし環境産業を振興しており、風力や太陽光、
バイオマスによる発電事業の促進に取り組むほか、水素エネルギーについては早期に着目し、道
内初となる水素ステーションと燃料電池自動車の一体的導入等を実施するなど、積極的にグリーン
エネルギーの推進を図っている。

事業等の名称 柏の葉スマートシティ

団体名 三井不動産株式会社

つくばエクスプレスの整備に併せて一体的整備が行われた地区であり、「環境共生」「健康長寿」「新
産業創造」の３つのテーマを軸として、公・民・学協働による新たなまちづくりが進められている。また、
米国グリーンビルド協会（LEED－ND）においてプラチナ認証を日本で初めて取得している。

事業等の名称 大手町・丸の内・有楽町地区のエリアマネジメント

団体名
一般社団法人大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会
ＮＰＯ法人大丸有エリアマネジメント協会
一般社団法人 大丸有環境共生型まちづくり推進協会

官民が連携して、「経済」「社会」「環境」「文化」のバランスのとれたサステイナブルデベロップメント
に取り組み、「公共空間活用」「安全・安心なまちづくり」「イノベーションの促進」の３つの視点から、
当該地区の総合的開発事業をハード・ソフトの両面で推進しており、「多様な顔を持ったまち」として
成長を続けている。

事業等の名称 SMA×ECO TOWN晴美台

団体名 大和ハウス工業株式会社

『自由都市「堺」の伝統を継承し、住民自らがつくり上げる環境モデル都市にふさわしい「まち」の創
出』をコンセプトとし、戸建住宅６５区画の新しく開発したまちを、ひとつのコミュニティ単位として捉え
たまちづくりにより、「環境に配慮し、安心と防災力を高めた、自立したコミュニティの形成をめざした
まちづくり」の実現を目指している。

事業等の名称 みんなの未来区 BONJONO（ボン・ジョーノ）

団体名 一般社団法人城野ひとまちネット

環境先進都市として世界的にも認知されている北九州市において、環境配慮型のまちづくりのリー
ディングプロジェクトに位置付けられている。住民、事業者、周辺地域が場と活動をシェアしてタウン
マネジメントを推進する仕組みを構築し、シェアタウンの取り組みにより地域再生を行うことを目指し
て活動が展開されている。

（別紙２）


